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2背景

■厚生労働省（2015）新たな時代に対応した福祉の提供ビジョン より

■「共生ケア」とは

「①地域の中で当たり前に暮らすために小規模な
居場所を提供し、
②利用の求めに対しては、高齢者、子ども、障害
者という対象上の制約を加えることなく、
③その場で展開される多様な人間関係を共に生
きるという新しいコミュニティとして形作る営み」

福祉
サービス

相互支援

交流

平野（2005）より
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3

第1回まち・ひと・しごと創生政策検討推進本部（2014.10.23）資料3より



4共生ケアを取り巻く制度環境と普及実態

■国内における共生ケアの展開過程

・障害者就労支援の「福祉的就労」の
特例措置が認められたこと

開設当初：利用者を限定しない福祉施設

就労支援を行う共生ケア施設における特徴

施設内での相互に支え合える関係の構築

■先進事例４つの比較・整理



5対象とする施設の特徴

障害者の就労支援業務 × 子ども・高齢者・障害者の共生ケアを実践する拠点

地域の居場所
・カフェ
・サロン
・温浴

・駄菓子屋
etc..

子ども
・保育所

・利用者支援
・一時預かり
・学童保育

etc..

高齢者
・通所介護

・小規模多機能型
居宅介護

・短期入所生活介護

etc..

障害者
・生活介護
・機能訓練

・就労継続支援A・B
・共同生活援助

etc..

就労支援を行う「共生ケア」
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■いるかビレッジ(愛知県 豊橋市）

(旧)いるかビレッジについて

調査滞在日時 2016年12月23日
2017年7月10～15日,11月5日～12日全体運営：一般財団法人 いるかビレッジ

豊橋市の全外国人市民14,719人
(全体人口の3.89％)

ブラジル国籍者6721人
全国2番目に多い都市

就労支援
事業所

高齢者通所介護

通所介護＊
就労支援

B型＊

就労＊
移行支援

A型＊親子園飲食
0

10

20

30利
用
者
数

主要
事業

① ② ③ ④ ⑤
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①Elu-Cafe ②ちゃいるーか
の森

③Re.born ④minaka ⑤生活デザインサービ
ス笑々

その他
事業

施設・
事業
形態

飲食店 無認可保育,親
子園・
学童(夏季)等

就労移行支援,
就労支援B型

就労支援A型 地域密着型通所介護,
介護予防通所介護

⑥貸し
スペース
・開設支援

開設年 2013年6月 2012年9月 2012年 2012年 2012年5月 2013年

利用対象

利用
時間帯

誰でも可

月～土
9-15：00

親子連れ
火・土・日
10-15：00
子どものみ
月～土
10：00-14：00

身体・知的・
精神障害対象
65歳以下

平日
7：30-１5：30

身体・知的・
精神障害対象
６５歳以下

平日
10：00-14：30

介護度：
要支援1～要介護5

平日8：30～17：30

誰でも可

1時間
1500円
(１回2時間

職員数 5名程度 従業員5名 従業員 5名
程度(詳細不明)

従業員11名 従業員17名
看護士・保育士等

-

利用者
構成

１日約30人
程度

子ども3～10名
大人 ３～10名

利用定員
18名

利用定員
20名

利用定員14人
(計27人)

-

備考 子育て支援
情報の発信
も行うカフェ

火・金曜日に⑤
のの希望者が
来訪,夏季 学童
実施

南米系外国人
が利用者の半
数ほど占める

③・④共に、他
事業への職業
訓練等を行う

旧焼肉屋をデイサービ
スに転用。
スタッフ子連れ出勤

1階キッチン
2階ワンフロ
ア
宿泊も可能

（旧）いるかビレッジ概要
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